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編集後記
2024年度『甲南女子大学研究紀要Ⅰ』第 61号をお届けします。昨年度か
ら WEB 版でお届けする形となりました。昨年度以降コロナ禍も徐々に落ち
着き、以前のように落ち着いて研究できる環境となりました。研究活動の成
果を発表する貴重な場としての紀要に多くの先生方が原稿をお寄せ下さった
ことに心より感謝申し上げます。
研究活動においては研究倫理を遵守することが重要であることは言うまで
もありません。『甲南女子大学研究紀要』では「本学の倫理委員会規程を遵
守し各専門分野の倫理綱領に沿った倫理的配慮を図ること」を執筆条件とし
て、執筆者の皆様にはこれに同意いただいた上で投稿いただいております。
今後ともご支援ご協力の程、よろしくお願い申し上げます。

甲南女子大学図書委員会

委員長 湯淺 章子


